
 

（参考）「FLY Program」について 

 

 東京大学は、2013 年春の入学者から『初年次長期自主活動プログラム「英文名称：

FLY Program (Freshers' Leave Year Program)」』を実施しています。 

 

 FLY Programは、入学した直後の学部学生が、自ら申請して１年間の特別休学期

間を取得したうえで、自らの選択に基づき、東京大学以外の場において、ボランテ

ィア活動や就業体験活動、国際交流活動など、長期間にわたる社会体験活動を行い、

そのことを通じて自らを成長させる、自己教育のための仕組みです。「プログラム」

といっても、大学が学習メニューをつくって提供するものではなく、その内容は学

生自身の主体的な判断によって決定されます。 

 

 欧米の大学では、入学前などの時期に、こうした「寄り道」を認める「ギャップ

イヤー」と呼ばれる仕組みが普及・定着しています。東京大学の取組は、これに準

じた、日本での先導的な試みの一つとなります。東京大学の教育改革の一環として、

FLY Programは重要な意義を持つものであり、後援くださる企業・団体をはじめ、

各界から大きな期待が寄せられています。 

 

 この FLY Programに参加する学生には、与えられた問題を解く受験勉強から解放

されて、自分たちが生きてきた世界とは違った価値や原理で動く社会を体験し、そ

のうえで、何のために、何を大学で学ぶかについて深く考えて欲しいと願っていま

す。大学としても、参加学生による多様な活動への積極的な挑戦を応援していきま

す。 

 

 



 

初年次長期自主活動プログラム（FLY Program） 

平成 28年度 活動報告会 式次第  

   

日時：平成 29年 5月 13日（土）10時 30分～ 

   場所：駒場 Iキャンパス 21KOMCEE West B1階 レクチャーホール 
 

一．開会挨拶        【石井 洋二郎 理事・副学長】 

 

一．4期修了生による活動報告（8名） 
 

 井関 颯月 ： カナダ、オンタリオ州の教育現場を体験し、教育 

  に対する新しい視点を得る 

 鎌田 知啓 ： 釜石市でのインターン ～現地で復興・まちづく 

りを学ぶ～ 

 宮園 侑門 ： 都市を歩く ～比較分析のための世界旅行～ 

 伊豆田みゆ ： 言語学習と国際交流ボランティアによる思考の相 

対化 

 額田 裕己 ： 語学力の向上及びスポーツの地域におけるあり方 

の探求 

 德永 光治 ： 生と死を主題にした、非日常的生活体験 

 小林 大晃 ： 山を通じて知る生き方 

 田口 一輝 ： 異文化交流と農業・環境保護活動への参加 

 

一．総  括  【中村 尚 推進委員会委員長】 

 

一．修了証授与 

 
 

 

 

 

 

 

 


